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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 直腸癌に対する術前照射は，局所再発を減少させ，

手術成績を向上させる目的で施行されているが，局所

再発因子のうちどの因子に効果があるかについては，

未だ詳細な報告はない．著者は，局所再発と密接な相

関関係を示す因子として，！．直腸壁の脈管への癌の侵

襲（リンパ管侵襲1y，静脈侵襲v），2．リンパ節転移

（n），3，外科的剥離面（ew）を考え，術前照射がこれ

らの因子にどの程度の効果をもたらしているかを照射

後摘出標本を用いて検討した．

 対象および方法

 1）対象

 1982年より1985年までに東京女子医大消化器病セン

ターにおいて，術前照射後手術を施行した直腸癌の20

例を照射群とした．対照として同じ時期に手術のみを

施行した手術単独症例の55例を非対照群とした．

 2）照射方法

 照射装置としてLinear－accelerator 10MV－X線を

用いた．照射範囲ぱ全骨盤腔を含む照射野で行った，

線量は1回200cGyで，総量30～40Gyを照射した．

 3）検索方法

 照射の組織学的効果は，H．E染色による組織学的検

索により行い，判定基準として大星・下里修正分類を

用いた．

 結果

 1）脈管侵襲（ly， v）に対する効果

 ly陽性例の頻度は，照射群で90．0％，非照射群では

90．9％であった．v陽性例の頻度は，照射群で65．0％，

非照射群では56．4％であった．両因子に関して有意の

差は認められなかった．

 2）リンパ節転移（n）に対する効果

 転移リンパ節51個のうち26個（51．0％）には全く照

射効果が認められなかった．効果の認められた群でも，

癌細胞の消失は1個も認められなかった．

 3）外科的剥離面（ew）に対する効果

 ewに対する照射効果をみるために，直腸癌の層別

に癌腫に対する照射効果を検討した。癌細胞消失の頻

度は，粘膜層30％，粘膜下層及び固有筋層5．3％，外膜

下層31．6％，外膜外組織50％であり，外科的剥離面に

おける癌の露出（ew＋）の原因となる外膜外組織に対

して顕著な効果が認められた．

 考察

 直腸癌の局所再発の大部分は，リンパ流（n，ly）及

び外科的剣三面（ew）に起因するといわれる．術前照

射がewの部の癌腫に対して有効性が高いことは，従

来ew対策として隣接臓器合併切除しか方法がなかっ

たこの分野に大きな進歩をもたらしたといえる．一方，

照射がn，lyに対してぱ有効とはいえず，手術時に十分

なリンパ節郭清が必要なのは勿論，照射方法の工夫，

集学的治療法の開発等が更に望まれる．

 結論

 術前照射は直腸壁の層別にみると，外膜外組織に対

して50％の癌細胞消失と最も著明な効果を認めた．

従ってewに起因する再発防止に有効と思われた．一

方，1y， v， nに対しては有効ではなかった．

954一



149

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，直腸癌に対する術前照射の意義に関して，臨床病理学的に検索し，術前照射が，直腸癌

のリンパ節転移および脈管侵襲に対するよりはむしろ外膜外癌腫に有効性が高いことを明らかにした

もので，学術上価値あるものと認める．
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